
とうきょう すくわくプログラム活動報告書 
 

                       クラス       もも組             

１ 活動テーマ 

＜テーマ＞ 

「木育」 

・木育活動を通して木の温もりに触れ、五感を育む 

 

＜テーマの理由＞（テーマに関する子どもの興味関心、園の特色など＞ 

 ・戸外遊びでは落ち葉を踏んだり、葉っぱや木の枝を拾って遊ぶ姿がみられている。木の温もりや香り、

感触を楽しみながら五感を刺激し豊かな体験ができるようにする。 

 

２ 活動スケジュール 

   カンナ節プールやマキンバ、丸太に積み木に触れて遊ぶ 

 

３ 活動のために準備した素材や道具、環境の設定 

（活動のためにどのような環境を設定したか、準備した素材や道具） 

  カンナ節プール、マキンバ、丸太の積み木、木の玩具を室内に設定する（森と市庭より） 

 

４ 探求活動の実践 

＜活動の内容＞ 

① 森と市庭の木育活動に参加し、木材や木の玩具に触れて遊びを楽しむ。また、木製玩具の遊び方に

興味関心をもつ 

② カンナ節プールを体験して、木の香りや感触を楽しむ 

 

＜活動中の子どもの姿、声、子ども同士や保育者との関わり＞ 

（活動の内容、活動中みられた子どもの姿、保育者との関わり等） 

・かんな節プールでは、初めての体験に喜びを感じ、かんな節の感触やひのきのにおいに気付いて楽しむ

姿が見られる一方で、環境に慣れるまで時間がかかり、遊びを始めることができずにいる子どもの姿も

あった。 

・環境に慣れ始めると、他児の遊ぶ姿に興味をもちはじめ、保育者の姿を見て木の香りを嗅いだり、かん

な節を「ひっぱる」「握る」「ねじる」「曲げる」などカンナ節の感触を味わっていた。 

・丸太では、友だちと協力し合いながら高く積み重ね、崩れてもまた一からやり直すことに楽しみを感じ

ていた。 

・マキンバの楽器の音を聞き、友だちと一緒に叩いたり鳴らしたりして音の変化を楽しんでいた。 

 

５ 振り返り 

＜振り返りによって得た先生の気づき＞ 

・普段、探索活動で木に触れる体験はあったが、様々な木の素材のおもちゃやかんな節プールで遊びを楽

しむことで、手触りや香り、音などの五感が刺激されているように感じた。 

・保育者自身が一緒に遊びを楽しむことで子どもたちも安心して遊びに参加する気持ちがうまれ、積極的



に楽しむ姿に繋がっていた。 

・遊びのスペースに慣れることで、友だちの遊びに興味を持ち始め、遊び方を真似したり、関わりの中で

遊びの広がりが見られた。 

・遊び方の模範となる異年齢児の活動を真似たり、遊びを通して異年齢児との関わりを広げていた。 

・最初は戸惑う姿も見られたが、徐々に自ら遊びに参加する姿が見られ、子ども一人ひとりのペースで遊

べる環境を作る大切さを感じた。 

・木を使った遊びやおもちゃで、子ども達が遊び込む姿を見て、日常的に自然物に触れる機会を増やして

いきたいと感じた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 活動テーマ 

「どんぐりのお家を作ろう」 

 

＜テーマの理由＞（テーマに関する子どもの興味関心、園の特色など＞ 

 戸外散歩に出かけると、どんぐりを見つけると夢中になってどんぐり拾いを楽しんでいる。どんぐりや木

の枝を使って、イメージをふくらませながら興味関心を育む 

 

２ 活動スケジュール 

  どんぐりや落ち葉や木の枝を拾って製作活動をする 

 

３ 活動のために準備した素材や道具、環境の設定 

（活動のためにどのような環境を設定したか、準備した素材や道具） 

・平和の森公園で木の枝や落ち葉、どんぐりを拾う 

・発砲素材のどんぶり容器に数か所穴をあけておき、ペグ差しがしやすいようにする 

・ペグ差しがしやすい長さに木の枝を切る 

 

４ 探求活動の実践 

＜活動の内容＞ 

木の枝やどんぐりを使った製作  

拾ってきた自然物(木の枝、落ち葉、どんぐり)を使った製作を楽しむ 

  

＜活動中の子どもの姿、声、子ども同士や保育者との関わり＞ 

（活動の内容、活動中みられた子どもの姿、保育者との関わり等） 

・不思議に感じたことは「これなに？」と質問したりする等、気になることを言葉にして伝えようとする

姿が多く見られた。 



・木の匂いを嗅ぐ保育者の姿を模倣し、「匂いする？」「木の匂い？」等、色々な木の匂い比べをし、匂い

の違いに気付く姿があった。 

・「こっちはほそい」「ギザギザしている」等、木の枝の模様や形、大きさを比べたり、木の表面の感触の

違いに気付く姿があった。 

・「これは違う葉っぱなの？」「オレンジとみどりがあった」等、落ち葉の種類、色や形の違いに興味関心

をもちながら落ち葉を拾っていた。 

・ペグ差しをする時に、「これは大きいから無理だね」「小さくしたら入る？」と木のサイズを気にしなが

ら進める姿があった。 

・「ここに置いてもいい？」「お家になった？」と木の棒のペグ差し以外にどんぐりや落ち葉を飾り付ける

ことでどんぐりの家のイメージを膨らませながら製作に取り組んでいた。 

 

５ 振り返り 

＜振り返りによって得た先生の気づき＞ 

・自然物を使った製作を行ったことをきっかけに、戸外では自然物の観察や拾い集める姿が見られるよう

になり、身近な自然物のおもちゃとして遊びの中に取り入れるようになった。 

・戸外で自然遊びを行うと、切り株や木の穴を見つけると、おままごとを始めたり、リスが住んでいると

いうイメージを膨らませたりしながら、つもり遊びや見立て遊びへと発展させ、遊びの展開を楽しんで

いた。 

・自然物への興味関心が高まり、「これはなに？」「持って帰っていい？」と質問したり、遊びに取り込も

うとしたりする姿が多く見られるようになった。 

・自ら木に触れることが増え、鉄棒のようにぶら下がったり、登ったりする遊びを積極的に楽しむ姿が増

えた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 活動テーマ 

＜テーマ＞ 

・トムテさんと遊ぼう 

・様々な木の玩具で木の温もりに触れて遊ぼう 

 

＜テーマの理由＞（テーマに関する子どもの興味関心、園の特色など＞ 

 園の特色である木育の中で、考えたり工夫しながら遊びを楽しむ 

 

 



２ 活動スケジュール 

  トムテさんと遊ぼう 

 

３ 活動のために準備した素材や道具、環境の設定 

（活動のためにどのような環境を設定したか、準備した素材や道具） 

・３階保育室の広いスペースに、積み木や車等の様々な木製玩具を設置する 

 

４ 探求活動の実践 

＜活動の内容＞ 

① 様々な木製玩具の中から好きな物を選んで遊んだり、異年齢児の模倣遊びを楽しむ 

② 木製玩具に触れ、五感を刺激しながら遊びを広げる 

 

＜活動中の子どもの姿、声、子ども同士や保育者との関わり＞ 

（活動の内容、活動中みられた子どもの姿、保育者との関わり等） 

・様々な木の種類のおもちゃや数が十分に用意されていたこともあり、保育者が声を掛けなくても遊びの

世界に入り込むことが出来ていた。 

・初めて見るおもちゃの使い方が分からず、遊び始めるまでは周りの様子を見る姿もあったが、異年齢児

が遊んでいる姿から遊び方を学び、一緒に遊ぶことを楽しんだり、自分なりに遊び方を習得したりする

姿があった。 

・全てのおもちゃが木で出来ていることを伝えると「外にある木？」と興味を持ち、触ったり、近くで見

たりしている。 

・保育室に戻った後は、普段あまり興味を示さなかった積み木の玩具に興味を持ち、積み重ねたり保育者

と一緒に家を作ったりして遊びが広がっていた。 

 

５ 振り返り 

＜振り返りによって得た先生の気づき＞ 

・様々な木のおもちゃで遊んだ経験を通して、積み木を使った遊び方に変化があり、積み重ねるだけでな

く線路や家を作る等、遊び方の広がりが見られた。 

・積み木を重ねたり、崩したりする遊びを通して、バランスや重さを学び、集中して取り組む姿が見られ

た。 

・言葉掛けをして遊びを見守るのではなく、実際に保育者や友だちが遊んでいる姿を見ることで遊び方を

学んだり興味を深めたりしていた。 

・おもちゃが木で出来ていることを伝えると、「匂いする？木の匂い？」と木の匂いを確認したりする等、

木の素材に興味関心が広がるようになってきた。 

・積み木を積み上げてイメージする形が出来上がると、「これなんだと思う？」「お家みたいでしょ」と保

育者に嬉しそうに教え、イメージを広げる楽しさを共有する姿が見られるようになった。 

 

 

 

 

 


